

















①音変化―「連結 (liaison)」、「脱落 (elision)」、「同化 (assimilation)」
　現行の『中学校学習指導要領解説　外国語編』( 平成 20 年告示版 ) の「言













　What‿time is it now?
　I don’t‿know.
・2 語が連結する時、二つの音が影響しあう場合
　Would‿you tell me the way to the library?










































　不定冠詞 “a” については、強形は [ei]、弱形は [ə] となる。強調や休止
のあとでは強形、それ以外は弱形という説明が一般的になされるが、これ
もゆっくりと発話された場合は常に強形となる。だから “This is a pen.” 
では、文全体を早く発話すれば弱形の [ə] だが、ゆっくりと発話すれば強
形の [ei] となる。発表技能としては、学習段階の初期から無理に早く発話
させて弱形を教える必要はない。たとえば、この文には、“This” の [ð]、 “is” 













２．ALT（Assistant Language Teacher） 
　川又（2015, p. 76）でも指摘したように、ALT は英語を母語とする地
域出身者が圧倒的に多い。2013（平成 25）年度の JET Program 参加者
数と出身国は、アメリカ 2,268 名、カナダ 467 名、イギリス 375 名、オー










ALT とのティームティーチングを前提として、「発音指導において JTE 
(Japanese teacher of English) の役割はどのようなものだと思われます
か？」と尋ねている。結果（以下の 4 つの選択肢から一つを選択）は、「1. 
発音指導において JTE の役割は特にない（0%）」、「2. 発音指導は ALT 
















































“Since the ELT publishers from native-speaking countries are likely 
to follow markets ― most of the large publishers already provide 
materials in several standards ― i t  wi l l  be  non -nat ive  speakers 
who decide whether a US model, a British one, or one based on a 
second-language variety will be taught, learned, and used. At the very 
least, English textbooks in countries where English is spoken as a 
second language are likely to pay much more attention to local varieties 
of English and to localize their product by incorporating materials in 














“Students in many parts of Asia and Africa are more likely to come into 
contact with Australian English, New Zealand English, or South African 
English than with EngEng （=English English） or NAmEng （=North 
American English）. It is useful for students and teachers of English in 
these areas, too, to be aware of the differences between their standard 
















































語」、具体的には RP もしくは GA が前提とされてきている。これはいわ
ば、英語母語話者を実質的な英語指導の最終目標に設定していることに他
ならない。このような中で中学、高校で教育を受けてきた現在の英語教員
が、RP や GA をいわば暗黙の基準として生徒の指導にあたってしまうと
いうのは、ある意味、自然な成り行きということであるのかもしれない。
　清水（2009）は、以下のように述べている。
































































[æ] [e] map= メップ
[f] unaspirated [p]（破裂音にしない） office ＝オピース　
[v] unaspirated [b]（破裂音にしない） have= へブ
[Ө] [t] thank you ＝テンキュー






[str] [ʃtr] strong ＝シュトローン
[dr] [dʒr] drink ＝ジュリンク
[tr] [tʃr] tree ＝チュリー
　語尾にくる子音は省略される。




















King’s English あるいは Queen’s English、本場の英語を日本人は諦めて
日本独特の英語だけを目標にすべきだと言っているのではありません。日


















































































（3）  こ こ で は、2 つ の 音 が 影 響 し 合 っ て 別 な 音 に な る「 相 互 同 化（reciprocal 
assimilation）」の例が挙げられている。
（4）  清水（2011, p. 56）より。
（5） Sunshine English Course 1（開隆堂）平成 24 年版より。
（6）  Columbus 21 1（光村図書）平成 24 年版より。
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（7）  清水（2011, p. 56）より。
（8）  文部科学省（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/102/shiryo/_
icsFiles/afieldfile/2014/06/30/1348956_02.pdf）のデータによる。（2014年11月27日）
（9）  RP (Received Pronunciation) とは、英国ロンドンを中心とした地域の教養ある人
の話す英語のことで、ラジオやテレビの放送にも用いられる変種である。ただし、
Trudgilland Hannah （1994, p. 4）によれば、イングランドで RP を母語として実際
に使用する人は 3% から 5% に過ぎないことが指摘されている。
（10）  米国では、英国に見られるような全国的な標準発音というものはなく、「東部
型 (Eastern)」、「中西部型 (Midwestern)」、「南部型 (Southern)」の大きく三つに
分けられる。そのうち、「中西部型 (Midwestern)」は面積にして米国本土の 4 分
の 3、人口にして 3 分の 2 を占め、代表的な米国発音とされていて、GA (General 
American) と呼ばれる。
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